
学内外におけるҟจ化との৮機会を૿やし、学校が「ҟจ化」や「多༷性」を日ৗ的に考えられるような、
世界に開かれた多จ化共生ۭ間となること自体を課題研究のテーマとした。その課題研究を実ࢪするために、「教
科内の取組」「環境ͮくりと機会設定」「課外プロジΣクト活動の充実・発展」という３つの分野で༷ʑな研究開
発୯Ґ（総合的な学習の時間、ୈೋ外国語のत業、大学との続なͲ）を実ࢪした。多จ化共生ۭ間としての学
校をҡ持・発展させるには、コϛュニέーションの機会なくしてはありえず、Ҿき続き語・外国語をわず「言
語化」をॏ視した学校像を模ࡧしたい。

多文化共生社会をする
グローバルリーダー育成プログラム

多文化社会で自ݾをओுしてूஂ的ҙܾࢥఆにؔΘΓͳがら、ूஂにܧଓ的にؔ༩しଓ͚るリーダーの育成

ૣҴ田大学高等学院

【構想の概要】
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多文化社会で自己を主張して集団的意思決定に関わりながらࠊ集団に継続的に関与し続けるリーダーࡢ育成 
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第ೋ外国語教育を௨ͨ͡ҟจ化理ղのଅ進

本校では、全生徒が英語だけでなく、フランス
語・ドイツ語・中国語・ロシア語の 4 言語から選択
した第二外国語を、高校 1 年生から 3 年間で最低 8
単位学習する。3 年間クラス替えのない HR クラス
自体が、語学選択によって決定されるため、日常の
生活・学習空間からその言語と文化に対する関心に
結びつきやすい。そうした既存の環境をさらに積極
的に推進するべく、第二外国語 4 言語で、従来の日
常会話や文法学習を超え、異文化理解を意識したイ
ンタビューで利用できる発信型の教材を開発し、そ
れに基づき授業を展開した。さらに、日本在中の
4 言語の母語話者にインタビューを行い、そこから
文化的ຎࡲや共生への障害を浮きூりにして、解決
策を模ࡧする「第二外国語（4 言語）横断型プロ
ジェクト授業」も開発した。これは言語別の授業内
で実施するだけでなく、各言語の代表者が授業を通
じて発見した問題点を学芸発表会の場で紹介し、学
内外の生徒と共有している。これは、生徒自身が問
題発見から解決を試みる実践であると同時に、言語
ごとの֞根を超える「横断型学習」の実践ともなっ
ている。

ϩΫϩϫߍߴͱの߹ಉतۀ風景（ߴ ù ޠɾù÷øþ ）
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૯߹的な学習の時間を௨ͨ͡課題研究

「総合的な学習の時間」では、学年をލいで「自
ら問いを立て、仮説をつくり、論証して、議論する
力」をつけることを目指している。高校 3 年次は、
早Ҵ田大学 13 学部が守備範囲とする幅広い学術的
関心に繋がるような「自分だけの問い」を立て、1
ສ 2000 字程度の卒業論文をࣥචする。その前段階
である 2 年生の「総合的な学習の時間」では、؇や
かな共通テーマを設定し、個人およびグループワー

クで問いを立て、「仮説をつくり論証していく活動」
を行う。1 学期の共通テーマは「学院生の特徴」を
テーマに、ローデータを基にしたクロス分析までを
個人で行う。2 学期は、「身近な異文化を知って多
文化共生を目指す」をテーマとして、グループで課
題解決に向けたプレゼンテーションまでを行う。3
学期は課題発見解決型の 4 テーマを掲示し、小論文
の指導を行う。高 2 総合の授業はどの段階において
も、学内情報通信環境を用いた「ネット上での資料
提供や課題提出」を積極的に行うようにした。その
結果、9 教科にލる 20 名の教員が一定の枠組みの
中で担当することが可能となっている。生徒ごとに
多様な経験をしている学校において、カリキュラム
の統合的な役割も負っている。
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フΟールドϫークと体ݧにݴͮ͘ج語化

課外活動として、複数のゼミ活動を構成要素とし
た「多文化共生学習 SGH プロジェクト」を開発し、
展開した。この活動に参加する生徒は、多文化共生
を進める国内外の各都市でフィールドワークを実施
し、少子高ྸ化問題や人口減少問題なども視野に、
現実の課題に対するアプローチを考えてきた。これ
らの成果を学内外の生徒に展開するべく、ポスター
発表や学内外の成果報告の場に積極的に参加してき
た。同時に、仮説論証の材料としてのみフィールド
ワークを捉えるのではなく、そこで得られた体験を
生徒自身の人生における動機付けに展開できるよう
に、早Ҵ田大学ボランティアセンター（WA7OC）
の実施する授業「体験の言語化」プログラムとの接
続を図り、生徒の経験を生徒自身の言葉で表現して
いく学習メソッドの開発も行った。母語・外国語を
問わず「言語化」は、本テーマにおいて重要なキー
ワードとなった。
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